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図 2.2.1 K-net 築館における加速度波形 

 

  

図 2.2.2 兵庫県南部地震の観測記録の応答スペクトルとの比較7) 
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2.3 津波の概要 

(1)津波の観測記録概要 

 図 2.3.1に、気象庁の潮位観測所による津波観測記録を示す。釜石、宮古、石巻、

大船渡では地震発生から数分で第一波が到達し、30 分程度で最大波が到達してい

る。 

 

 

図 2.3.1 津波観測所の観測記録 8) 
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(2)津波の浸水高さ、遡上高さ 

 図 2.3.2に、津波の痕跡から実測した浸水高さと遡上高さの調査結果を示す 9)。こ

れは土木学会海岸工学委員会が中心となり、関連学会・協会及び行政機関が加わり、

「東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループ（調査者 140 名以上）」として活動し、

広域的なデータを取得したものである。 

 津波は太平洋沿岸に達しており、特に三陸海岸では多くの地域で浸水高さが 20ｍ

以上であり、30ｍを超過する地域もあった。また、遡上高さは 40ｍを超過する地点

もあった。 

 図 2.3.3～図 2.3.6に、本調査団の調査対象事業体付近における津波の浸水範囲

図を示す 3)。浸水範囲は平野部の方が内陸まで浸水しており、仙台平野では海岸線

から 5 ㎞以上の範囲まで浸水している。 

 

 

図 2.3.2 津波の浸水高さと遡上高さの実測値（赤：浸水高さ、青：遡上高さ）9) 
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図 2.3.3 陸前高田市・気仙沼市周辺の津波浸水範囲3) 
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